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大阪湾再生推進会議「大阪湾再生行動計画（第三期）」令和６年６月

大阪湾
・海域面積 1,447km2、
集水面積11,200 km2、
平均水深 30.4m、容積 440 億m3

 

閉鎖性の強い海域。

・関係府県＝大阪府、兵庫県、京都
府、奈良県

・2つの湾口をもち、明石海峡を挟
んで播磨灘に、紀淡海峡を通じて紀
伊水道、太平洋に繋がっている。

・海域の地形＝
東部海域 海底勾配が緩やか、水深
20m 以浅の平坦な地形
西部海域 海峡に向かって深く、海
峡部の水深は 100m 以上。

「琵琶湖・淀川・大阪湾の水資源・環境問題の諸相と政策的課題」コメント報告② 「淀川の歴史的・文化的視点か
ら」水資源・環境学会 2022年度冬季研究会（2023年3月4日）



大阪湾 琵琶湖

水面面積 km2 1,447 669.26

陸域集水面積 km2 11,200 3,848

周囲長 km 540 235.20

平均水深 m 28 41.2

最大水深 m 197（紀淡海峡） 103.58

貯水量、海水量 km3 41 27.5

流入量 ㎞3/年 14 5.8

水面の標高 m 0ⅿ 84.4

滞留時間 年 1.5年 4.7年

流域人口 万人 1,300 139

・琵琶湖の流域面積は 3,848km2で、淀川流域の47％ に当たる。
・琵琶湖：流入河川39.3億トン・地下水 7.4億トン・湖面への直接降水12.2億トン、合計
58.9億トンが琵琶湖に流入（2015年推定）
・大阪湾の最強潮流13㎞/時（明石海峡）

大阪湾と琵琶湖の比較



大阪湾、伊勢湾、東京湾の比較



大阪湾再生推進会議「大阪湾の現状」https://www.kkr.mlit.go.jp/plan/suishin/index500.html?utm（20260515閲覧）

類型：COD基準ではA類型2 mg/L以下、B類型3 mg/L以下、C類型8 mg/L以下
各類型の主な海域の用途、

A類型：水産1級、海水浴、自然環境保全、親水利用、
B類型：漁業利用、港湾利用、
C類型：港湾、工業港、都市湾奥

大阪湾、伊勢湾、東京湾の比較

https://www.kkr.mlit.go.jp/plan/suishin/index500.html?utm_source=chatgpt.com


大阪湾 伊勢湾 東京湾

水面面積※ km² 1,450 2,342 1,380 

集水面積 km² 11,200 18,054 7,703 

流域人口※ 万人 約1,300 約1,000 約3,000

主な流入河川 淀川・大和川 木曽三川
荒川・多摩川・
江戸川

主要都市 大阪・神戸・堺 名古屋・四日市
東京・横浜・川
崎・千葉

港湾取扱貨物
量（令和元
年）

百万ト
ン（全
国
比％）

254.7（10％） 296.6(11％) 487.4（19％）

特徴 商工業・歴史港湾 製造業湾 超巨大都市湾

主産業 商業・物流・化学 自動車・機械
金融・物流・情
報

※ 瀬戸内海は、海域面積23,203㎢（大阪湾の16倍）、容積8,815億㎥（大阪湾の20倍）、人口は3,000万人（大阪湾の2.3倍）

※の出典）せとうちネット「瀬戸内海の環境保全と創造をめざして」
https://www.env.go.jp/water/heisa/heisa_net/setouchiNet/seto/g2/g2cat01/index.html?utm（20260515参照）

大阪湾、伊勢湾、東京湾の比較

https://www.env.go.jp/water/heisa/heisa_net/setouchiNet/seto/g2/g2cat01/index.html?utm_source=chatgpt.com


国土交通省「港湾関係統計データ：
港湾取扱貨物量ランキング（2023年上位100港」）
https://www.mlit.go.jp/statistics/details/content/001517674.pdf



注）大阪府沿岸のみ自然海岸率：1%未満
注）大阪湾では、干潟、藻場等を含む水深10m 以浅の浅場面積は、昭和7 年から平成5 年までの80年間に240km2から117km2
まで大幅に減少。

大阪湾（全体）
（大阪府沿岸）

伊勢湾 東京湾

水面面積a km² 1,450 2,342 1,380

集水面積 km² 11,200 18,054 7,703 

平均水深 ⅿ 30 17 45

容積 億㎥ 440 394 621

10ⅿ以浅水
面面積b

km²（b/a） 117（8％） 612（26％） 308（22％）

20ⅿ以浅水
面面積c

km²（c/a） 740（53％） 1340（63％） 730km²（63）

埋立面積d km²（d/b） 85（73％） 77.1（13％） 146.3（48％）

自然海岸率 約5〜8%
（1％未満）

約15〜18% 約8〜10%

人工海岸率 約70〜80%（約
95％）

約60% 約85%

特徴 強い人工化 自然残存率が比
較的高い

強い都市湾化

国土交通省近畿地方整備局「大阪湾データベース：大阪湾の概況」http://kouwan.pa.kkr.mlit.go.jp/kankyo-db/data/gaikyo/shihyou/b1_01omona.aspx



大阪湾
・京阪神の高密度な都市活動と、長年にわたる埋立によって、干潟・浅海域
などの自己浄化機能が大きく失われた。
・海水交換自体は比較的良好だが、湾奥では深刻な環境問題。
・防潮堤や港湾施設によって、市民と海との距離が遠くなった点も特徴的

伊勢湾
・木曽三川の影響を強く受ける「河川支配型」の海域。
・中京工業地帯を支える製造業湾である一方、三大湾の中では比較的自然海
岸が残されている。
・都市活動だけでなく、流域全体の土地利用や河川管理との関係が特に重要。

東京湾
・首都圏という超巨大人口圏を背後に持ち、最も閉鎖性が強い。
・海水交換が悪く、都市活動による高負荷が集中するため、水質悪化が起こ
りやすい。
・国家中枢機能を支えるため、港湾・物流・工業利用が優先されてきた。



大阪湾の現況
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淀川 大和川 寝屋川 神崎川 合計

延長 km 75.1 68 25 21

流域面積 km²
（%）

8,240
(81)

1,070
(10)

267.6
(3)

627
(6)

10205
(100)

平均流量 m³/s 184.3 13.51 m³/s -- m³/s 71.0m³/s

流域人口 万人
（%）

1100
(61)

215
(12)

273
(15)

204
(11)

1792
(100)

流域人口
密度

人/㎢ 1335
（1）

2009
（1.5)

10202
(7.6)

3254
(2.4)

水源 琵琶湖（滋
賀県）

貝ヶ平山
（奈良県）

生駒山地（交
野市）

摂津市一津屋

その他 1896年新淀
川の開削

1704年付け
替え工事

一部、天井川、
大川に合流

神崎川へは猪
名川が合流

・淀川水系、2 府4 県54 市17 町4 村（令和2 年3 月末現在）
・流域の土地利用＝山林等約49％、水田・畑地等農地約24％、宅地等市街地約19％、

その他約8％。
・寝屋川 流域面積：大阪府面積の約1/7、流域の人口：大阪府人口の約1/3



令和3年度第1回大阪府環境審議会水質部会（2021年8月30日開催）の配布資料「資料1-2 大阪湾の状況に
ついて」 1-2_r30830

大阪湾に流入する
河川の流量（平成
28〜30年、6月〜8
月平均）

㎥/sec ％

淀川 152.83 56.6

神崎川 84.15 31.2

大和川 17.39 6.4

武庫川 3.08 1.1

武庫川以西
10河川合計

4.7 1.7

淡路島2河
川合計

5.34 2.0

大和川以南
11河川合計

2.44 0.9

合計 269.93 100



大阪湾の海域の特徴



図２－１大阪湾の潮流（明石海峡東流最
強時）（出典：平成18年２月神戸市「神
戸港港湾計画資料その２」）

図２－２大阪湾の潮流（明石海峡西流最
強時）（出典：平成18年２月神戸市「神
戸港港湾計画資料その２」）

令和3年度第1回大阪府環境審議会水質部会（2021年8月30日開催）の配布資料「資料1-2 大阪湾の状況に
ついて」 1-2_r30830



図３大阪湾における恒流図（出典：藤原建紀ら「大阪
湾の恒流と潮流・渦」 1989年海岸工学論文集）

令和3年度第1回大阪府環境審議会水質部会（2021年8月30日開催）の配布資料「資料1-2 大阪湾の状況に
ついて」 1-2_r30830

明石海峡

・湾中央部水深約20m等深線を境に東側と西側で様相が異なる。
・湾奥東部海域では海底勾配が小さく平坦な地形。
・水深20mまでの海域面積は672km2で、全域の46％を占める。
・沿岸の埋め立て地はおおむね水深10ⅿ以下の所に建設。



大阪湾奥部の状況





大阪湾奥部に
おける埋立の
状況







平成16年(2004）7月、大阪港は神戸港とともに「阪神港」としてスー
パー中枢港に指定



大阪港の概要

・人口約2018万人（国内人口の約16％）、総生産約90兆円（国内GDPの約16%）の近畿
圏の中心に位置
・近畿圏の経済活動や市民生活を支える我が国有数の国際貿易港
・2010年に神戸港とともに阪神港として国際コンテナ戦略港湾に選定
・西日本各地と結ぶ大型フェリーや上海・釜山と結ぶ国際外航フェリーが就航し、国内
最大級の中・長距離フェリーや国際交流の拠点
・大阪港取扱貨物量 (2024年速報で全国７位)



夢舞大橋

夢咲トンネル



・背後に堺泉北臨海工業地帯があり、原油・LNGの輸入、石油製品・化学薬品の出荷
等を支える
・西日本有数の中古自動車の輸出拠点
・基幹的広域防災拠点として、大規模地震発生時等には救援物資の中継基地、被災
地支援隊のベースキャンプ、ヘリコプターによる災害医療支援等の重要な機能。

堺泉北港の概要



大阪港北港南地区国際海上コンテナターミナル整備事業
主航路で水深-16mとするための浚渫工事等を実施

国土交通省近畿地方整備局大阪港湾・空港整備事務所「令和8年度事業概要」令和8年4月
https://www.pa.kkr.mlit.go.jp/osakaport/office/pdf/jigyougaiyou.pdf



・大阪湾への河川の流量全体では269.93㎥/秒（100％）として、淀川が152.83
（56.6％）、神崎川が84.15（31.2％）、大和川17.39（6.4％）で、３川で94％を占める。
・COD流入負荷量で、神崎川、淀川、市内河川、大和川で、大阪湾全体の85％を占め
る。同様に窒素流入負荷量でも76％を占める。



一部は、環境に配慮した
構造になっているが、大
半は、生物が生息しにく
い構造。

海岸には、船舶が利用す
る岸壁と、利用しない護
岸がある。

一部は民間企業が管理し
ている。

湾奥部の海
岸の状況



大阪湾の魚介類





大阪湾における赤潮確認件数の推移





＊エスチュアリー循環流：密度流の一種で
あり、低塩分の河川水が海域上層を沖合に
流れていくのに伴い、高塩分の海水が下層
を陸に向かって進入してくることにより生
じる流れ。

＊東部海域には年間を通して河川水の流入
があり、成層化し、その上層に密度流系の
残差流である西宮沖還流がある。

＊沖合から進入する海水は酸素を豊富に含
み,これが湾奥下層に酸素を供給する。

＊エスチュアリー循環流によって下層から
上層に海水が湧昇（その速度は1m/日の
オーダー）しているため、上層から下層へ
の酸素鉛直拡散フラックスは無視できる大
きさである。

大阪湾のエスチュアリー循環流

藤原建紀・岸本綾夫・中嶋昌紀「大阪湾の貧酸素水塊の短期的および長期的変動」海岸工学論文集,第51巻(2004)、
土木学会,931-935



藤原建紀・岸本綾夫・中嶋昌紀「大阪湾の貧酸素水塊の短期的および長期的変動」海岸工学論文集,第51巻(2004)、土木学会,931-935

大阪湾東部下層は長期的（30年間）には溶存酸素濃度は上昇しており貧酸素水塊は解消方向。

酸素濃度は淡水流入量が増加するとエスチュアリー循環流が強くなり、湾西部から東部下層に供
給される酸素量が増加し、下層の酸素濃度が上昇する。

河川流量の増減は下層の酸素濃度に相反する2つの影響。 河川流量の増加（出水）によって
①汚濁負荷量が増加し酸素濃度が低下する効果、
②エスチュアリー循環流が強くなり下層への酸素供給量が増加し、酸素濃度が上昇する効果

防波堤で囲まれた港内の酸素濃度は,港外の酸素濃度と連動して変動

a＝強混合海域、貧酸素化の起きない海域

b＝低酸素化海域

c＝毎年ほぼ4mg/Lで一定している海域
c海域では下層のエスチュアリー循環流（10cm/s（10km/日ｚ））
の程度（藤原ら,1989;藤原,1995））が安定して酸素を供給

    するので貧酸素化しにくい。

d＝貧酸素化海域
d海域には多量の有機物が運ばれてきて,この海域に
貧酸素化を起こす。
b,d海域は降水量変動によるDOの変動が大きい

e＝毎年貧酸素化する海域であり、無酸素化することもある。

エスチュアリー循環流の影響



●貧酸素水塊の発生状況
・湾奥沿岸部の底層DO（年度最低値）は1mg/L以下の無酸素に近い地点が継続して出現しているの
に対し、沖合域（西部海域）ではおおむね5mg/L以上で推移
・湾央部では底層DOの上昇傾向がみられるが、湾奥部及び中間部では明瞭な上昇傾向はみられず、
湾奥部では多くの年で2mg/Lを下回っている。
・大阪湾の青潮は2001 年度（平成 13 年度）まであまり注目されていなかったが、 2002年度（平成
14 年度）以降、確認されている。



環境省、「３大阪湾」https://www.env.go.jp/press/106510/111014.pdf





大阪湾の漁業



大阪湾における漁獲量の推移



「大阪湾の漁獲量（全種）は昭和57年をピークに減少傾向にある。全期間を通して入り込み魚類が多
く、次いで定住魚類やその他の魚類が多くなっている。
大阪湾の漁獲量（入り込み魚種等を除く）によると、昭和50年頃までは二枚貝類やエビ・カニ類等も
漁獲されていたが、それ以降は少なくなり、定住魚類とイカ・タコがほとんどを占めている。第二期
計画期間中は特に漁獲量が少なく、5千トン未満で推移している。」大阪湾再生行動計画（第三期）



https://graphtochart.com/japan/osaka-no-of-persons-engaged-in-fisheries.php?utm_source=chatgpt.com#chartno-of-persons-engaged-in-
fisheries

1975年以降、最も漁業就業者数が多かった1988年の1590人を100として、現在の漁業
就業者数785人を比べると、ピーク時の49％となり、漁業就業者数がいかに減少した
かがわかる。





2012〜2023年のアユの遡上数は年間3万〜160万個体

佐藤大生・瀬口雄一「淀川大堰魚道におけるアユの遡上状況と通過時間の推定」河川技術論文集（2024）

1. 秋：親魚が川を下り、産卵 淀川本流の瀬、
桂川、宇治川、木津川などの砂礫がある浅い
流れ。産卵後、親魚の多くは寿命を迎える。

2. 秋〜初冬：ふ化した仔魚（長5〜6mm）が海
へ流下。淀川本流、河口域、大阪湾へ流れ下
る。

3. 冬：大阪湾で稚魚として育つ 大阪湾の沿
岸部、河口近くの汽水域、湾奥部の比較的穏
やかな海域冬の間に体長は数センチまで大き
くなる。河口周辺から沿岸域を利用しながら
成長。

4. 春：稚魚が大阪湾から淀川へ遡上、体長5〜
10cm程度に成長した稚魚が川へ向かう。
この時期のアユは群れを作り、上流へ進む。

5. 春〜夏：川で成長する。遡上したアユは縄
張りを持つ。淀川本流、桂川、宇治川、木津
川などで成長し、夏には15〜25cmほどになる。

6. 秋：成熟して再び下流へ。日照時間の短縮
や水温低下によって成熟が始まり、再び下流

へ移動して産卵し、一生を終える。



豊かな大阪湾の復活のこころみ



大阪湾の藻場・干潟分布（2015〜2017 年度調査）

藻場は主に大阪府南部、淡路島東部の沿岸に多く分布。大阪府97ha、兵庫県195ha。
干潟は主に大和川河口、大津川河口及び成ヶ島周辺に分布。大阪府38ha、兵庫県で8ha
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・大阪湾には、過去の土砂採取による大規模な窪地が２１か所存在。
・窪地内に有機物が沈積し、貧酸素化が進行。海底に堆積した植物プランクトン
の死骸などを分解することができず、硫化物の濃度が高くなる。その結果、底生
生物がすみにくい環境になるとともに、窪地周辺海域の青潮を発生をもたらす。
・窪地ができた理由は、埋立土砂の採取のため。窪地の埋立は浚渫時の土砂が使
われる。

北泊地

阪南２区沖

阪南４・６区

修復の優先度の高い窪地

大阪湾に存在する窪地と貧酸素化、埋め戻し





垂直護岸は藻場が形成されにく
く、海生生物の生息密度も低い。

採用したエコ護岸は、海水面付
近の上段にカニ等が生息しやす
い石積み箇所、その下段に中空
ブロックを配する多段構造とし、
既存護岸の前面に設置して、生
態系の回復を図る。

試験施工では、垂直護岸と比較
して、付着動物の出現種の豊富
さや群集構造の安定性、また、
顕著な漁礁機能を確認できた。

現在、エコ護岸の延長距離は80
ｍ。

環境配慮型護岸（エコ護岸）
（泉大津沖埋立処分場で平成18年度より試験施工）

大阪湾フェニックスセンターhttp://www.osakawan-center.or.jp/index.php/business-summary/repair-and-regeneration



フェニックス計画









・緩傾斜護岸による藻場
の創出（埋立処分場の護
岸の一部に緩傾斜護岸を
採用）

・緩傾斜護岸とは垂直護
岸や消波ブロックを用い
た傾斜護岸（1：4／3の
傾斜）より緩やかな1 ：2
の勾配の護岸

・緩傾斜護岸前面に藻場
や魚類の生息空間となる
浅場を形成、生物の多様
化が期待

・褐藻類のワカメやタマ
ハハキモクなどの藻類の
繁茂、魚介類も多く見ら
れる。

緩傾斜護岸による藻場の創出



「大阪湾フェニックス計画、神戸沖の追加埋め立て撤回

現処分場で廃棄物積み上げへ 工事費高騰など考慮」神戸新聞

2025/12/25 20:09
大阪湾広域処理場整備促進協議会（近畿２
府４県）、「大阪湾広域臨海環境整備セン
ター」（大阪湾フェニックスセンター
（1982年3月設立））の事業検討

２期事業（現行）：
神戸沖埋立処分場（六甲アイランド南）約
88ha（容量約1500万㎥）、兵庫、京都、滋
賀の３府県の廃棄物を受け入れ。2024年度
末時点で容量の約86％を埋め立て、30年度
に受け入れ完了見込み。

３期事業（2031年度〜2050年）：
西側海域を新たに埋め立てる従来方針（西
側海域約77haを埋め立て）を撤回。工事費
の高騰や廃棄物の減量化を踏まえ現処分場
の上部に遮水矢板で積み上げる方法で廃棄
物を受け入れると発表。



おわりに



● 自然の浄化能（浅瀬や藻場）の消失、浅瀬や藻場の消失

● 埋立、工場地利用による直立岸壁、湾奥の停滞性水域、貧酸素水域の発生

● 大量の汚濁負荷の流入

● 魚介類の産卵、生育の場の喪失

大阪湾の現状と今後

● 身近に海域を観る、あそぶ、ふれる、体験できる沿岸の喪失。

● 生態系サービスを享受することができない、都市と沿岸域との分断

● 港湾施設の老朽化、維持管理費の増大（例：フェニックス）

● 港湾機能の国際競争力の低下

● 過去50年で失ってきた沿岸を未来50年で復元していくいとなみ？

● 沿岸域が経済効率中心（外部不経済増大）の発想から
ウエルビーイングを享受できる最先端の先進沿岸都市へ
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